
佐賀県研究成果情報（平成 21 年度） 

ブドウ黄緑色系品種「ロザリオビアンコ」の環状はく皮の処理時期の拡大 

[要約]ロザリオビアンコにおいて満開 45 日後、60 日後に環状はく皮を行うことによって、

満開 35 日後に行う環状はく皮と同等の品質向上効果がある。 
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［背景・ねらい］ 

佐賀県は「巨峰」中心の産地であるが、赤色系や黄緑色系の品種の導入が進められてい

るが、黄緑色系品種「ロザリオビアンコ」は出荷時期の遅れや房ごとの品質のばらつきが

問題となっている。現在、県内では満開 30～35 日後を目安に環状はく皮を行うことで熟期

促進、品質向上が図られている。ここでは、より導入しやすい技術とするために環状はく

皮の処理時期の拡大を目的とする。 

 

[成果の内容・特徴] 

１.「ロザリオビアンコ」は満開 35 日後に環状はく皮を行うと、収穫時期に環状はく皮区

が無処理区に比べ糖度が高くなる。酸度は、環状はく皮区と無処理区でほとんど差はみ

られない。（表１） 

２.「ロザリオビアンコ」は満開 35 日後、45 日後、60 日後に環状はく皮を行うと、糖度は

満開 45 日後処理が最も高く、続いて 60 日後処理、35 日後処理となる。酸度は満開 45

日後処理と 60 日後処理が同等で、満開 35 日後処理が最も高くなる。（表 2） 

３.「ロザリオビアンコ」において、糖度は環状はく皮区では満開 35 日後処理、45 日後処

理、60 日後処理で推移には差があったものの（図 1）、収穫時の糖度は 18 度以上になる

（表 2）。また、酸度も推移には差があったものの（図 1）、収穫時期には 0.6（g/100ml）

以下になる。（表 2） 

 

[成果の活用面・留意点] 

１．ロザリオビアンコの環状はく皮は幅 2cm で主幹部の棚下 30cm に行う。 

２.環状はく皮は樹勢低下の恐れがあるので樹勢が弱い樹には処理しない。 

３．満開 60 日後に環状はく皮を行っても、完全に癒合する。 

４.はく皮部はスカシバ類、コウモリガの食害に注意し、必要に応じて殺虫剤を散布する。 

５.着果過多は品質低下を招く大きな要因であるので、適正着果量（1.5～2.0t/10a）を守る。 
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 [具体的データ] 

表１ 「ロザリオビアンコ」への満開 35 日後の環状はく皮が果実品質へ及ぼす影響 1 ） 

 

 

 

 

 

 
1 ）はく皮区は 2008 年 8 月 28 日、無処理区は 2008 年 9 月 10 日に調査 
2 ）果皮色は達観により 4:黄色、3：黄緑色、2:緑黄色、1:緑色で指数化 
3 ）環状はく皮区は幅 2cm で主幹部の棚下 30cm の位置に実施 
4 ）＊は t検定により 5％水準で有意差あり。n.s は t 検定により 5％水準で有意差なし。 

 

表２「ロザリオビアンコ」への環状はく皮の時期の違いが果実品質へ及ぼす影響 1 ） 

 

 

 

 

 

 
1 ）2009 年 8 月 27 日に全処理区一斉に調査 
2 ）果皮色は達観により 4:黄色、3：黄緑色、2:緑黄色、1:緑色で指数化 
3 ）環状はく皮区は幅 2cm で主幹部の棚下 30cm の位置に実施 
4 ）＊は t検定により 5％水準で有意差あり。n.s は t 検定により 5％水準で有意差なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ロザリオビアンコにおける環状はく皮の処理時期別の糖度、酸度の推移 
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